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第3節 by～の例外

Ⅰ 総称人称

We / You / They が具体的な「私たち」「君たち」「彼ら」「彼女ら」を意味せずに、一般的なpeople（人々）

の意味で使用されることがある。この場合、この総称人称は日本語に訳さない。

（例）We eat rice in Japan. 日本ではお米を食べます。

この総称人称を使用した文章を受動態にしたときは、by～は省略する。

注意 通常の意味のwe / you / theyでもby～は省略することが多い。

（例）Rice is eaten in Japan.

Ⅱ by以外の前置詞を取る動詞

（例） He surprised me.彼は私を驚かせた。 （能動態）

I was surprised at me. 私は彼に驚いた。 （受動態）

be動詞 delighted with ～してうれしい be動詞 disappointed at ～にがっかりする

be動詞 pleased with

be動詞 interested in ～に興味がある be動詞 satisfied with ～に満足する

be動詞 contented with

be動詞 surprised at

be動詞 frightened at ～にびっくりする be動詞 worried about ～を心配する

be動詞 amazed at

be動詞 alarmed at be動詞 ashamed of ∼を恥じている

be動詞 offended at ～に腹を立てる be動詞 convinced of ～を確信している

be動詞 made from 原料（見てわからない。） ～でできている

be動詞 made of 材料 （見てわかる。）

（例） This desk is made of wood.この机は木でできている。
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（例）Wine is made from grapes. ワインはブドウでできている。

be動詞 opposed to ～に反対である be動詞 tired of ～に飽きている

be動詞 tired with ～に疲れている

be動詞 caught in (雨・風に)あう be動詞 drowned おぼれる

be動詞 delayed 遅れる be動詞 born 生まれる

be動詞 hurt in be動詞 accustomed to ～に慣れている

be動詞 wounded in ～でケガをする be動詞 used to

be動詞 injured in

be動詞 killed in ～で死ぬ be動詞 acquainted with ～と知り合いである

be動詞 absorbed in ～に夢中になる be動詞 crowded with ～で混んでいる

be動詞 covered with ～で覆われている be動詞 engaged in ～に従事している

be動詞 filled with ～で満ちている be動詞 known to ～に知られている

be動詞 full of
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第4節 各文の形式での受動態

Ⅰ 完了形・進行形

進行形 be動詞 + doing （例）She is studying English.

＋ be動詞 + p.p.

be動詞 being p.p. →

完了形 have + p.p. （例）She has studied English.

be動詞 + p.p.

have been p.p. →

Ⅱ 疑問詞を用いた疑問文

疑問詞が主語の文

疑問詞 + 一般動詞s ～ ? By 疑問詞 + be動詞 + 新主語 + p.p. ?

疑問詞 + be動詞 + 新主語 + p.p. by ?

疑問詞が目的語の場合

疑問詞 + do 主語 + 一般動詞 ～？ 疑問詞 + be動詞 p.p. ～ by S ?

（例）Who likes you ? →By whom are you liked ?

→Whom are you liked by ?

（例）What do you like ? →What is liked by you ?
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Ⅲ 命令文受動態

普通命令 Let 目的語 be+ p.p. 禁止命令 Let 目的語 not be + p.p.

目的語 must be + p.p. Don't let 目的語 be + p.p.

目的語 must be + p.p.

（例）Study English. （例）Don't open the window.

→ Let English be studied. → Let the window not be opened.

English must be studied. Don't let the window be opened.

The window must not be opened.

Ⅳ 動詞 + 前置詞

（例） You looked at me. I was looked by you. ×(lookedだけでは「∼を見る」ではない)

I was looked at you. ×(by+目的格の形で文末のルール)

→ I was looked at by you.

注意 (動詞+前置詞)のセットで意味を持つものはセットを崩さないこと。

look at 見る

look for 探す

look after 世話をする

take care of 世話をする

speak to 話しかける など

（例）A foreigner spoken to me.

→ I was spoke to by a foreigner.
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第5節 各文型での受動態

Ⅰ 第3文型

～目的語が名詞節の場合～

ルール通りに、目的語である名詞節を主語にした受動態を作る。（①）その後、仮主語のitを使用して名詞節を

文末に置くこと。(②)

（例）I think that he is here.

→That he is here is thought by me.(①)

→It is thought by me that he ie here.(②)

（例）He thought I lked a dog.

→That I liked a dog was thought by him.(①)

注意 thatは第3文型の目的語の場合にのみ省略可能。受動態にした時点で第三文型ではないのでthatは

省略できない。

→It was thought by him that I liked a dog.(②)

（例）They said that we ate an apple.

→That we ate an apple was said by them.(①)

→It was said ( by them ) that we ate an apple.(②)

総称人称なので省略

→We were said to eat an apple.(③)

注意 名詞節を目的語としている文を受動態にした時、by～が総称人称として省略されている場合で、

かつ動詞が、say /think / suppose / believe / considerの時は、名詞節内の主語を文全体のとして、名詞節内

の動詞を to doにした文章に書き換えることができる。

（例）We thought that he came here.

（例） I decieded to go to America.

→To go to America was decided by me.(①)

→It was decided by me to go to America.(②)

注意 to doが目的語の場合も同じように仮主語のitを使用すること。
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Ⅱ 第4文型

目的語が２つある文型なので、受動態も２つ作ることができる。（①）

ただし、間接目的語（～に：人が多い）が主語にならずに残っている文の場合には、前置詞for / of / toをつ

けるのが普通。

forを取る動詞：build / buy / do / find / get / gain / leave / make / save /choose / co

ok

ofを取る動詞：ask / inquire

toを取る動詞：それ以外

（例）She gave me a car.

→I was given a car by her.（①）

→A car was given to me by her.(①②)

（例）He found me this desk.

→I was found this desk by him.(①)

→This desk was made for me by him.(①②)

注意 第4文型でも、その動詞が、make / buy / write / sing / send / build / read の時は間接目的語を

主語とした受動態を作ることはできない。

（例）She bought me this car.

→This car was bought for me by her. ○

→I was bought this car by her. ×（「私が買われる」になってしまう）
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Ⅲ 第5文型

1. 作為動詞 ルール通りに目的語を真主語とした受動態を作ること。

①S make O C SはOをCにする。 → O be動詞 made C by S.

②S think O C SはOをCと思う → O be動詞 thought C by S.

③S find O C SはOをCとわかる → O be動詞 found C by S.

④S name O C SはOをCと名付ける → O be動詞 named C by S.

⑤S call O C SはOをCと呼ぶ → O be動詞 called C by S.

⑥S choose O C SはOをCに選ぶ → O be動詞 chosen C by S.

⑦S keep O C SはOをCのままにする → O be動詞 kept C by S.

⑧S leave O C SはOをCのままにする → O be動詞 left C by S.

（例） She made her sister a teacher.

→ My son was made a teacher by me.

（例）I called him Yuki.

→ He was called Yuki by me.
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2. 知覚動詞 ルール通り。ただし、doはto doにすること。

S see O do. → O be動詞 seen to do by S.

hear O do. → O be動詞 heard

feel O do. → O be動詞 felt

notice O do. → O be動詞 noticed

S see O doing. → O be動詞 seen doing by S.

hear O
p.p.

do. → O be動詞 heard
p.p.

feel O do. → O be動詞 felt

notice O do. → O be動詞 noticed

（例）He saw me play in the park.

→I was seen to play in the park by him.

（例）Can you listen to your name called ?

→Can your name be heard called by you ?

注意 look at / listen to も知覚動詞だが、受動態では使用できない。

seeやhearにすること。

3. 使役動詞 知覚動詞と同じようにdoはto doにすること。受動態にできるのはmakeのみ。

S make O do → O be 動詞 made to do by S.
O は S によって～させられる。

（例）She made me go there.

→ I was made to go there by her.
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第6節 受動態にならない動詞

become

fit 似合う

suit

have 持っている

meet 会う

cost 費用がかかる

hold 収容する

resemble似ている

第7節 能動受動態

受動態にしなくても、受動態の意味を持つ動詞のこと。

bake 焼く・焼ける

cook 料理する・料理される

wash 洗う・洗われる

eat 食べる・食べられる

sell 売る・売れる

cut 切る・切れる

compare 比較する・比較される

feel 感じる・感じられる

（例）The air here feels fresh. ここの空気は新鮮に感じられる。

(=The air here is felt fresh.)
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第8節 受動態の訳・動作受動態・能動受動態

主語 + be 動詞 p.p. ～ by A. ①主語は A によって～される（動作の受身・動作受動態）

②主語は A によって～されている（動作の受身の結果としての状態・状態受動態）

（例）This book was written by him. この本は彼によって書かれた。

（例）This book was written in English. この本は英語で書かれていた。

注意 動作受動態か状態受動態かの区別をつけるために be 動詞以外の動詞を使用することがある。

動作受動態 get +p.p. ～される This book got written.
become

状態受動態 remain +p.p. ～されている This book remained written.

第9節 経験受動態

主語 + have 目的語 p.p. ～ by A. ①主語は A によって目的語を～される（受身）

②主語は A によって目的語を～してもらう（使役）

③主語は A によって目的語を～してしまった（完了）

注意 受動態(S + be p.p.)は、「主語が～される を意味するもの。

「目的語が～される」を意味するためには経験受動態を使用すること。

（例） 私の車が壊された。

My car was broken.

（例）私は車を壊された。

I was broken my car.×

I had my car broken.

注意 「私は車を壊してもらった（使役）」「私は車を壊してしまった（完了）」の意味にもなる。



169

第 1章 基本文法 1
……………………………………………………………………第 1節 人称代名詞 1

…………………………………………………………………………………基本単語 2

…………………………………………………………………第 2節 英文の作り方 3

…………………………………………第 3節 be動詞の疑問文・否定文の作り方 5

Ⅰ be動詞の疑問文の作り方と答え方 5

Ⅱ be動詞の否定文の作り方 6

………………………………………第 4節 一般動詞の疑問文・否定文の作り方 7

Ⅰ 一般動詞の疑問文の作り方と答え方 7

Ⅱ 一般動詞の否定文の作り方 8

………………………………………………………………………第５節 三単現の S 9

……………………………第６節 目的語・形容詞・名詞・副詞・前置詞・名詞 10

Ⅰ 目的語 10

Ⅱ 形容詞 11

Ⅲ 副詞 12

Ⅳ 前置詞 15

Ⅴ 名詞 16

………………………………………………第 7節 名詞の複数形・s/esの読み方 17

Ⅰ 名詞の複数形の作り方 17

Ⅱ S・ESの発音 （複数形の s・三単現の s） 18

…………………………………………………………………………第８節 疑問詞 19

Ⅰ 疑問詞の使い方 19

Ⅱ 疑問詞が主語の文章 21


